
大和郡山 防災ニュース  Ｒ8．４月 
 
このニュースは、市内で防災に関わる住民の皆さんに、動きや情報を 
提供します。 
  

災害対策について  
令和 6 年 4 月に本市の機構改革により従来の市民安全課から防

犯を除く、災害に特化した現在の災害対策課が発足しました。発足

から2年が経過し、その間、職員による出前講座、地区ごとの避難所

開設・運営訓練や消防団と自主防災組織のつどい等を通して、広く

市民の皆様に向けて防災や災害対策について啓発を行ってきまし

た。 

令和 7年度の災害対策課の取り組み（一例） 
 

〇避難所開設・運営訓練（郡山第 3・第 5地区） 

 郡山北小学校にて開催 

 

〇災害時同報系無線の整備（市内 10局） 

 市役所本庁・南部公民館・昭和地区公民館・治道地区公民館 

 片桐地区公民館・平和地区公民館・矢田コミュニティ会館 

 矢田南小学校・矢田サロン会館（旧矢田山保育園） 

 北矢田スポーツ会館 

 →毎日午後 5時に約 30秒のメロディチャイムが鳴ります。 

 

〇市民への啓発 

 「災害に対する備え、できていますか？」を全戸配布 

 

〇防災備蓄品の配備（通年の食料、毛布等を除く） 

 簡易ベッド約 2000台、自動ラップ式トイレ約 130台 

 

〇自主防災組織活動補助金制度の拡充 

 補助金額の増額 

 



〇耐震化に伴う消防団庫の建替え 

 第 3分団庫の建替え工事。市内消防団庫の耐震化完了 

 新住所：大和郡山市植槻町 6-16 

 

出来ることからコツコツと！！！ 
【自助】 

・各家庭における食料や水の備蓄、家具の固定、非常持ち出し品の準

備など出来ることから始めてください。また災害時の行動について

事前に考えておくことは非常に大事です。本市が配布した「災害に対

する備え、できていますか？」をぜひ活用いただき、マイ・タイムライ

ン等を考えてみましょう！ 

【共助】 

・安否確認訓練の実施及び継続 

 →災害時、本市が地域の自治会や自主防災組織に求めている重要

な役割のひとつが地域の安否確認です。本市職員があらゆる場面で

啓発しているため、安否確認訓練を実施している自治会（自主防災

組織）が増えていると実感しております。引き続き安否確認訓練の

実施をよろしくお願い致します。 

また、地域の皆様には自治会や自主防災組織の方が行う訓練などに

ご協力いただきますよう、本市からもお願い申し上げます。 

 

最後になりましたが、令和 8年度も本市防災行政にご協力

賜りますよう、重ねてお願い申し上げます。 

------------------------------------------------------------ 

自治会などの防災出前講座依頼も受付中！ 

少人数でも訪問します。災害対策課までご相談ください。 
 
このニュースは､災害対策課､市内の各支所､矢田コミュニティ会館､ 
南部公民館で配布しています。また､市のＨＰでもご覧になれます。 

大和郡山防災ニュース    ⇗ 検索 
 
消防団のニュースは､『大和郡山市消防団へようこそ！』をご覧ください。 

大和郡山市消防団へようこそ ⇗ 検索 
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